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論文審査の結果の要旨 

地震発生時の人的被害を軽減するための重要な防災対策の一つは家具等の固定である。しか

し、具体的に、家具等の固定の実施に対してどのような要因が影響を及ぼしているかは明らかにさ

れていない。そこで、申請者は、アンケート調査により、家具等の固定の実施に関連する要因につ

いて詳しく検討した。 

静岡県内 2 市の住民基本台帳から無作為抽出した 20 歳から 69 歳の男女 3446 人を対象に、

2010 年 7 月から 8 月にかけて、自記式郵送調査を行なった。質問紙の内容は、性、年齢、学歴、

世帯構成、経済的余裕、住宅の所有状態などの基本項目と行政からの防災対策情報に対する信

頼、地震に対するリスクの気付きとリスク認知、地震の知識、防災活動参加状況などの地震に関す

る項目であった。 

その結果、有効回答者は 1729 人であった。そのうち家具等を固定していると回答した者は 625

人であった。オッズ比で 家具等の固定と有意（p<0.05）に関連があったのは、基本項目（14 問）に

ついては、既婚、非木造住宅の 2 項目であった。一方、地震に対する項目（17 問）については、3

項目を除くすべてについて有意な関連がみられた。 

これらの結果から、地震に対する行政からの防災対策情報、リスクの気付き、リスクの認知、地震

の知識、地域の自主防災活動への参加、非木造住宅、既婚が家具等の固定に結びついていたこ

とが明らかになった。 

審査委員会では、本研究が、重要な地震防災対策の一つである家具等の固定の実施を促す要

因についての詳細を初めて明らかにした点を高く評価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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